
 

 

 

 

 

 

 

《運動会快晴を願い PTA の皆さんと生徒の皆さんで「てるてる坊主」づくりを行いました》 

5月 25日（木）の放課後、PTA 本部役員の皆さんと有志の生徒の皆さ

んで、運動会の晴天を願って「てるてる坊主」をつくりました。当日のお

昼の放送で放課後に「てるてる坊主」づくりを行うことをお知らせしたと

ころ、なんと 57 名もの生徒の皆さんが集まってくれました。本当にあり

がとうございました。PTA 本部役員の皆さんがてるてる坊主づくりのグッ

ズを用意してくださり、つくり方のご指導も行ってくださったおかげで、

可愛らしいてるてる坊主がたくさんできました。材料も、SDGsを意識し

て、使用済のカラーペーパーを裁断したものを使用した上で、しかもペイ

ントやシールでカラフルにアレンジできるようにしてくださり、オリジナ

リティー溢れる色とりどりの作品が出来上がりました。その後、PTA 本部

役員の皆さんと数名の有志の生徒の皆さんが、出来上がったてるてる坊主

を生徒玄関に飾ってくださいました。たくさんのてるてる坊主が、風にな

びいてピカピカと輝く様子がとっても素敵です。運動会だけでなく、3 年

生の修学旅行もきっと晴天にしてくれることでしょう。今回の運動会が、

この校舎で行う最後の行事となります。生徒のみなさんにとって最高の思

い出になるよう、さまざまな企画をしてくださる PTA本部役員の皆様に、

改めて感謝申し上げます。本当にありがとうございます。 

 

《5 月 27 日（土）運動会 459 名もの皆様にご来場いただきまして誠にありがとうございました》  

3年間にわたるコロナ禍もようやく収束を迎え、今年の運動会は、時間短

縮等はせずに午後まで行うことにいたしました。生徒たちは、この堀中の学

舎での最後の運動会となるという特別な思いを抱きながら、練習に励んで

まいりました。 

快晴に恵まれた運動会当日、「Believe our Horifuna soul」〜繋げ 70

年のバトン この地から駆け出そう〜 のスローガンのもとに、全員が一致

団結して大成功をおさめました。ご来賓の皆様、地域の皆様、保護者の皆様、

卒業生の皆さん等、合わせて 459名もの方々にご来場いただきましたこと

を、厚く感謝申し上げます。 

今年の運動会は、1年学年種目 「台風の目！」、2年学年種目「みんな

ブラ棒ー」、3年学年種目「つなげ！Horifuna soul」、色別対抗「8の字

大縄跳び」をはじめ、集団演技では、2 年生のマスゲーム・3 年生男子

（Permission to dance）・3年女子のダンス（KNOCK KNOCK）、3

年男女ダンス（ネガティブファイター）、全学年でのソーラン節等、様々な

種目でみんな精一杯頑張りました。 

大勢のみなさんに子どもたちの活躍する姿を見ていただけて、本当に素

晴らしい一日になりました。運動会開催にあたり、保護者の皆さま、地域の

皆さまのご理解・ご協力をいただきましたことを、改めて心より感謝申し上

げます。 
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津田梅子の生き方（2）～父・仙～ 

梅子の父・仙は、幕府が購入契約していた軍艦の催促、大砲小銃の輸入、製

鉄関係書籍の購入等を目的とした使節団の一員として慶応 3（1867)年 1 月にア

メリカへと渡り、およそ半年後に帰国しました。 

帰国してからの仙は、幕府から「通弁・翻訳御用、英学教授方」として新潟奉

行所への転勤を命じられましたが、大政奉還、王政復古の大号令、戊辰戦争と

立て続けに大事件が起こったため、非常に不安定な状況で新潟へ向かうことに

なりました。その後、幕府軍として戦闘にも参加した仙でしたが、幕府の敗走とと

もに自身の役人としての立場も失くすと、最終的には学友や知人の助けで長崎

までたどり着き、しばらく身を潜めていました。 

この頃仙が妻に送った手紙には、「梅子に朝夕に時間を決めて読み・書きの

練習をさせるように」と記されています。 

明治時代を迎えて「田安徳川家」の家臣という地位を失った仙は、1869（明治

2）年、築地の外国人居留地にあった外国人専用のホテル「築地ホテル館」の理

事として働くようになりました。このホテルは、貿易所も兼ねていていました。この

ホテルの厨房では、外国人に出す食事のうち、野菜については全て缶詰のもの

を使っていたので、食事の評判はかなり悪いものでした。西洋の野菜を栽培している農家が日本にいなかったからです。

仙は、ホテルの客の好みに合わせるべく、西洋野菜の栽培を思い立ち、少しずつ取組を始めました。仙のこの試みは、こ

のホテルを辞めた後にも続いていきます。仙は、1869（明治 2）年に設立された官庁の一つである開拓使に勤務するよう

になると、開拓使に勤めながら、アスパラガスや西洋リンゴ、オランダイチゴなどを日本に移入しようと西洋野菜や果物の

栽培に本格的に取り組むようになり、農学者の道を歩むことになりました。 

仙の上司、開拓次官の黒田清隆は、1871（明治 4）年 1月から開拓事業調査

のため欧米視察を行っていました。開拓事業の顧問についてもらうために、アメ

リカの前農務局長であるホーレンス・ケプロンを連れて日本に帰ってきました。黒

田は、開拓事業視察から帰国後、教育の促進に関する意見書を政府に提出し

ており、その中で女子教育の必要性について「開拓には人材が必要であり、人

材の育成には教育が不可欠である。そして優秀な人材を育てるには教養ある母

親が必要となる。良い母親となる人材を育成するため女学校の整備と、幼い女

子を欧米留学で学ばせる必要がある」と唱えていました。 

当時、右大臣岩倉具視は、特命全権大使として欧米に岩倉使節団を率いる

ことになっていました。この使節団は、条約締盟国の元首の訪問、不平等条約

改正の予備交渉、欧米諸国の視察などが主な目的でした。黒田は、この使節団

とともに女子を海外留学させるという意見を提案し、岩倉がこれに賛同して女子

留学生派遣事業が動き出しました。しかし、第一回目の募集では誰も応募して

こなかったので、再度急いで募集をすることになりました。 

仙は、ホーレンス・ケプロンの歓迎会に出席する機会があったため、女子留学

生募集の情報を知ることができました。話を聞いた仙は、ぜひ娘に応募させよう

と考え、まず長女の琴子に話を持ちかけましたが、琴子は留学を望みませんで 

した。しかしより幼い梅子の方が留学への意志を見せたため、仙は梅子を女子 

留学生の一員としてアメリカへ送り出すことに決めました。 

津田 仙 

【提供】津田塾大学津田梅子資料室  

 

津田仙の名が残る記念碑【街路樹の記念碑】 

 

皇居大手門近くの歩道に立つ記念碑に、仙の

名前が記されています。 

仙が明治6年のウィーン万国博覧会の際に種

子を持ち帰り育成したもので、明治 8年に東

京市内に初めて外来種による街路樹を植え

たことを記念して建てられました。 

 


